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定例会・臨時会の主な内容

一般会計決算　歳出の特徴的な事業

平成25年度の決算を   認定しました

日本共産党

　住民サービスの低下に通じる職
員削減が続けられている。スマート
ＩＣについては、多くの住民が心配
をしている交通安全の確保や財政
負担面等も不明瞭で問題。第3保
育所入札予定価格設定は、情勢判
断が不十分。今後国民健康保険税
や下水道料金などの値上げを止め
ることを求める。

公明党

　財政状況厳しい中、様々な事業
の展開や、財政健全化に向けた努
力を評価するが、年度内の会計処
理がなされていなかったり、流用
額を不用とした点等については今
後も注視していく。更なる防災・減
災対策強化や、交通安全対策、が
ん対策の向上に取り組むよう要望
し、賛成とする。

賛
成

　
平
成
26
年
第
６
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
が
23
日
間
の
会
期
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
町
長
提
出
の
議
案
15
件
、
認
定
６
件
、
同
意
１
件
を
原
案
ど
お
り
『
可
決
』
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
中

１
件
を
『
可
決
』、
も
う
１
件
を
『
継
続
審
査
』
と
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
発
議
１
件
を
『
可
決
』
と
し
、
意
見

書
は
提
出
さ
れ
た
６
件
中
４
件
を
『
可
決
』、
２
件
を
『
否
決
』
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
25
日
に
開
催
し
た
第
５
回
臨
時
会
で
は
、
町
長
提
出
の
議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
『
可
決
』
し
て
い
ま
す
。

一般会計歳出総額

119 億 603 万 447円
前年度比 3844万円（0.3％）減

交通ビジョン及びスマート IC計画調査業務委託料� 1197 万円
シティプロモーション協議会負担金� 15 万円
藤久保第５区第 2集会所トイレ洋式化改修工事� 56 万円
上富第１区集会所トイレ洋式化改修工事� 58 万円
子ども・子育てニーズ調査委託料� 231 万円
第三保育所改築工事設計業務委託料� 840 万円
第二保育所耐震補強工事監理業務委託料� 432 万円
がん検診委託料� 3779 万円
地域経済活性化懇談会委員謝礼� 20 万円
中学生海外派遣補助金� 312 万円
中学校空調設備工事設計業務委託料� 448 万円

平成 26 年
第５回 臨時会

（７月 25 日）
第６回 定例会

（８月 27 日～９月 18 日）
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発　　　　議

平成25年度の決算を   認定しました
平成26年　第６回定例会

一般会計歳入総額

124 億 9226 万 2391円
前年度比２億 3626万円（1.9％）減

一般会計歳入歳出の差引残額

５億 8623 万 1944円

　平成25年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定に対する附帯決議
　平成 25年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定の審査において、指摘された問題点について
改善を求めるため提案するもの。
１．��ライフバスの補助金が適正であるか確認のため、決算書及び付属説明書を提出いただき、

外部専門家等による精査をすべき。
２．��平成 25年度においてがん検診の受診率向上が見られなかったので、今後、乳がん検診及

び前立腺がん検診は個別検診へ移行すること。
３．��シルバー人材センターの光熱費負担の適正化を図ること。
４．��決算審査の時間短縮を図るために、手数料、修繕料、消耗品費等の内訳の明記をすること。
５．��不明瞭、不明確な答弁が見受けられた。
６．��決算審査に臨むにあたり、一部に準備不足が見受けられた。
７．��過去の指摘によって改善することを確認したにもかかわらず、平成 25年度内に処理すべ

き会計処理が、人的ミスにより翌年度の会計処理となった。人的ミス防止のための仕組み
を全庁的に導入すること。

　上記の７点に関して今後の改善を求める。
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定例会・臨時会の主な内容

教
育
費

問

中
学
校
海
外
派
遣
費
は

予
算
２
７
５
万
６
０
０
０
円
で

実
績
は
３
１
１
万
２
８
２
０

円
と
な
っ
た
理
由
は
。

答

燃
料
費
の
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
及
び
為
替
レ
ー
ト
の
変
動

に
よ
る
経
費
負
担
が
増
え
た

た
め
。

問

副
読
本
の
原
稿
は
ど
な

た
が
つ
く
る
の
か
。

答

町
の
小
学
校
の
教
員
と

学
校
教
育
課
の
指
導
主
事
で

つ
く
る
副
読
本
編
集
委
員
会

で
作
成
す
る
。

問

小
学
校
の
植
木
管
理
委

託
料
は
全
校
が
対
象
な
の
か
。

答

24
年
度
か
ら
各
校
４
年

に
１
度
の
剪
定
を
行
っ
て
お

り
、
25
年
度
は
唐
沢
小
学
校

の
剪
定
を
し
た
。
ま
た
、
支

障
が
あ
っ
た
三
芳
小
学
校
の

桜
の
木
も
剪
定
し
た
。

問

小
学
校
管
理
費
需
用
費
の

修
繕
料
６
７
4
万
４
８
３
５

円
の
使
途
詳
細
内
訳
の
資
料

提
示
を
す
べ
き
で
は
。

答

次
の
決
算
時
に
は
、
示

し
た
い
と
思
う
。

０・
５
９
で
あ
っ
た
。
今
後

は
耐
震
補
強
を
実
施
し
、
長

寿
命
化
を
図
り
継
続
使
用
を

し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

問

み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
事
業
１
０
０
万
円
の

使
途
は
。

答

み
よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
研
究
会
団
体
へ
み
よ

し
野
菜
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の

た
め
に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

シ
ー
ル
や
の
ぼ
り
旗
、
チ
ラ

シ
等
を
作
成
し
た
。

土
木
費

問

路
面
清
掃
委
託
料

31
万
５
０
０
０
円
が
昨
年
よ

り
下
が
っ
た
要
因
は
。

答

風
の
状
況
に
よ
り
、
歩

道
内
に
土
が
た
ま
っ
た
場
合

に
行
う
が
、
た
ま
っ
た
状
況

が
少
な
か
っ
た
た
め
。

問

耐
震
診
断
の
補
助
内
容

を
拡
大
し
て
、
利
用
者
増
に

つ
な
げ
て
は
。

答

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

保
存
樹
木
精
密
診
断
業

務
委
託
料
の
結
果
は
。

答

58
本
の
精
密
診
断
を
行

い
、
４
本
が
不
健
全
そ
の
う

ち
の
２
本
を
伐
採
し
た
。

と
思
う
。

衛
生
費

問

肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
の

検
診
者
数
が
増
え
て
い
る
が

工
夫
を
さ
れ
た
の
か
。

答

40
歳
対
象
者
に
通
知
を

送
付
し
て
い
る
。

問

休
日
急
患
診
療
所
の
利

用
件
数
は
。

答

３
５
４
件
。

問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

受
診
者
は
48
名
。
副
作
用
の

影
響
に
つ
い
て
受
診
者
全
員

に
症
状
に
つ
い
て
聞
く
べ
き

で
は
。

答

現
時
点
で
は
聞
く
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

問

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

運
搬
圧
縮
業
務
委
託
料
が
24

年
度
よ
り
上
が
っ
た
要
因
は
。

答

24
年
度
の
単
価
が
１
万

９
５
３
０
円
に
対
し
25
年
度

が
２
万
５
０
７
円
と
単
価
が

上
昇
し
た
た
め
。

農
林
水
産
業
費

問

農
業
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

診
断
の
結
果
は
。

答

建
物
の
構
造
強
度
の
指

標
で
あ
る
上
部
構
造
評
点
が

い
と
し
て
い
る
。
提
示
は
い

つ
頃
か
。

答

関
係
機
関
と
の
協
議
や

警
察
の
協
議
も
入
る
の
で
今

年
度
中
に
説
明
を
と
思
う

が
、
関
係
機
関
が
多
い
た
め

説
明
は
い
つ
に
な
る
か
、は
っ

き
り
し
な
い
と
こ
ろ
だ
。

問

集
会
所
の
修
繕
の
必
要

性
は
。

答

修
繕
は
27
件
発
生
。
工
事

請
負
費
は
、
屋
根
の
塗
装
な

ど
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。

問

台
風
、
豪
雨
、
積
雪
等

に
伴
う
職
員
の
時
間
外
勤
務

出
動
回
数
と
人
数
は
。

答

台
風
は
３
回
、豪
雨
１
回
、

積
雪
２
回
、
い
ず
れ
も
１
回

当
た
り
25
名
程
度
の
招
集
。

民
生
費

問

家
庭
児
童
相
談
員
へ
の

相
談
内
容
と
件
数
は
。

答

児
童
相
談
の
児
童
数
は

５
４
３
人
、う
ち
虐
待
は
37
件
、

そ
の
う
ち
の
新
規
は
29
件
。

問

み
ど
り
学
園
入
所
希
望

者
は
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。

答

今
後
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
対
処
を
し
て
い
け
れ
ば

一 般 会 計 の 主 な 質 疑 応 答

◆ 

歳　
入 

◆

問

土
曜
日
、
日
曜
日
に
納

税
相
談
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答

毎
月
１
回
の
土
曜
開
庁

や
年
度
末
の
一
定
期
間
に

行
っ
て
い
る
。
自
主
納
付
を

促
し
て
い
る
。

問

市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
が
庁
舎
３
階
、
７
階
に

あ
る
。
７
４
０
０
円
の
使
用

料
は
何
団
体
の
使
用
料
か
。

答

３
体
団
が

26
回
使
用
。

◆ 

歳　
出 

◆

総
務
費

問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
光
熱
費
の
負
担
額
は
。

答

上
下
水
道
料
金
に
つ
い

て
は
基
本
料
金
、
ガ
ス
代
は

実
費
分
を
請
求
。
適
正
に

行
っ
て
い
る
。

問

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
調
査
を

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
委
託

し
、上
が
っ
て
き
て
い
る
が
、

ま
だ
調
査
中
で
提
示
で
き
な
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歳
入
総
額

46
億
６
６
８
６
万
３
２
１
６
円

歳
出
総
額

44
億
９
３
５
２
万
８
７
０
9
円

差
引
残
額

１
億
７
３
３
3
万
４
５
０
７
円

主
な
質
疑

問

歳
入
で
は
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
、
当
初
予
算
額
が

２
０
０
０
円
、
収
入
が
ゼ
ロ
で

対
象
者
が
い
な
か
っ
た
と
い
う

が
、
周
知
方
法
と
、
通
院
も
該

当
す
る
よ
う
に
出
来
な
い
か
。

答

周
知
に
つ
い
て
は
保
険
証

の
更
新
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
っ
て

周
知
を
行
っ
て
い
る
。
通
院
に

関
し
て
は
、
近
隣
市
町
村
で
は

入
院
の
み
と
い
う
と
こ
ろ
が
多

く
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問

収
入
未
済
額
が
３
億

１
９
８
５
万
６
０
０
０
円
あ
る

が
一
般
会
計
か
ら
任
意
の
繰
り

出
し
と
し
て
３
億
円
繰
り
出
し

て
い
る
。
こ
れ
は
国
民
健
康
保

険
加
入
者
以
外
か
ら
見
る
と
二

重
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

答

国
民
健
康
保
険
加
入
者
以

外
の
方
が
住
民
の
３
分
の
２
ほ

ど
で
あ
る
。
低
所
得
の
方
が
加

入
し
て
い
る
と
い
う
構
造
上
の

問
題
も
あ
る
。

歳
入
総
額

17
億
３
３
２
７
万
６
２
７
円

歳
出
総
額

16
億
７
４
６
７
万
７
４
１
８
円

差
引
総
額

５
８
５
９
万
３
２
０
９
円

主
な
質
疑

問

介
護
認
定
審
査
会
費
の
報

酬
で
92
万
９
０
０
０
円
の
不
用

額
に
つ
い
て
。

答

当
初
78
回
の
予
定
が
69
回

の
開
催
と
な
っ
た
。
回
数
の
減

少
に
よ
る
認
定
遅
れ
等
の
影
響

は
な
か
っ
た
。

歳
入
総
額

３
億
２
０
７
６
万
４
３
８
５
円

歳
出
総
額

３
億
１
７
０
５
万
３
０
５
２
円

差
引
総
額３

７
１
万
１
３
３
３
円

歳
入
総
額

９
億
４
０
８
７
万
２
３
３
８
円

歳
出
総
額

８
億
３
３
９
２
万
４
６
８
３
円

差
引
総
額

１
億
６
９
４
万
７
６
５
５
円

主
な
質
疑

問

公
共
下
水
道
事
業
築
造
費

の
中
の
原
材
料
費
に
つ
い
て
工
事

請
負
か
ら
４
２
５
万
９
０
０
０

円
を
流
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
不
用
額
が
２
２
０
万
円
出
た

事
に
つ
い
て
。

答

こ
の
設
計
に
関
し
て
は
埼

玉
県
の
単
価
を
使
わ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
そ
の
後
の
随
意
契
約

の
際
の
３
社
見
積
で
業
者
を
選

定
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
不

用
額
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

収
益
的
収
支

収
入

７
億
２
２
５
６
万
４
９
１
４
円

支
出

７
億
４
５
７
６
万
８
３
９
５
円

資
本
的
収
支

収
入

２
億
３
４
５
２
万
６
６
６
２
円

支
出

５
億
８
２
５
０
万
８
８
３
９
円

主
な
質
疑

問

損
益
計
算
書
で
25
年
度
は

特
別
損
失
を
入
れ
て
、
３
８
０
０

万
円
と
い
う
赤
字
に
な
っ
て
い

る
が
水
道
料
金
の
改
正
に
よ
っ

て
、
26
年
度
は
ど
の
程
度
の
損

失
が
解
消
さ
れ
る
か
。

答

平
成
26
年
４
月
分
か
ら
新

料
金
に
な
っ
て
い
る
の
で
概
算

で
３
７
０
０
万
円
ぐ
ら
い
赤
字

が
減
少
す
る
と
思
う
。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

下
水
道
事
業

平成 25 年度

特別会計
歳入歳出決算

平成 25 年度

水道事業会計
決　算
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定例会・臨時会の主な内容

同 意 し ま し た
　任期満了に伴う固定資産評価審査委員会委員の選任について、
議会に同意を求められましたので、適任と認め、同意致しました。

　　固定資産評価審査委員会委員　　船 津 輝 佳 氏

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
新
制
度
に
よ
る
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
。

三
芳
町
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
埼
玉
県
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
支
給
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
。

(

仮
称)

第
3
公
民
館
・
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

の
変
更
請
負
契
約
の
締
結

　
工
期
の
遅
れ
に
よ
り
完
成
時

期
が
遅
れ
る
た
め
、
請
負
契
約

の
契
約
期
間
を
変
更
。

平
成
25
年
12
月
9
日

か
ら
平
成
26
年
12
月

20
日
ま
で

平
成
25
年
12
月
9
日

か
ら
平
成
27
年
2
月

10
日
ま
で

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房

機
器
設
置
工
事
の
変
更
請

負
契
約
の
締
結

　

本
体
工
事
が
遅
れ
る
た
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
厨

定
員
数　
１
４
０
名

当
初
予
算
で
は
５
億
９
８
7
万

５
０
０
０
円
を
計
上
し
て
入
札

を
行
っ
た
が
、
材
料
費
や
工
賃

が
大
幅
に
上
が
っ
た
た
め
に
入

札
が
不
調
に
終
わ
り
、
金
額
を

大
幅
に
増
額
し
て
再
入
札
を
行

い
、
契
約
に
至
っ
た
。

三
芳
町
健
康
づ
く
り
推
進

条
例

　
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

住
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
条
例
。

三
芳
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
新
制
度
に
よ
る
、

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
。

　
新
制
度
で
は
、
待
機
児
童
対

策
の
推
進
、
地
域
で
の
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
新
た
に
施
設
や
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に

つ
い
て
、
国
の
定
め
る
基
準
を

踏
ま
え
、
自
治
体
ご
と
に
条
例

で
定
め

る
こ
と

に
な
っ

た
。

三
芳
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
新
制
度
に
よ
る
、

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
。

三
芳
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

房
機
器
の
設
置
も
遅
れ
が
で
る
。

　
従
っ
て
厨
房
機
器
設
置
工
事

の
請
負
契
約
期
間
を
変
更
。

平
成
26
年
5
月
20
日

か
ら
平
成
26
年
12
月

20
日
ま
で

平
成
26
年
5
月
20
日

か
ら
平
成
27
年
2
月

10
日
ま
で

三
芳
町
立
第
三
保
育
所
改

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
三
芳
町
立
第
三
保
育
所
改
築

工
事
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

請
負
契
約
を
締
結
。

契
約
金
額
５
億
５
４
０
４
万
円

工
期　
平
成
26
年
９
月
18
日
か

ら
平
成
27
年
６
月
30
日
ま
で

構
造　
鉄
骨
造
２
階
建
て

条
例
・
規
約

変更前

変更前

変更後

変更後

日本共産党

　新制度は施設ごとに、職員配置基準
や給食の有無、保育室の面積などが異

なり保育に格差を認めてしまう。町は、上乗せ案もない
緩和された国基準を提案。保育所・認可保育所に対し
て児童福祉法24条１項により残された責任を家庭的保
育事業や小規模保育事業にも発揮する事を求める。

第三保育所
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れ
ぞ
れ
86
万
４
０
０
０
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
８
億
７
９
３
８
万

７
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
補
充

�

86
万
円

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
３
号
）

　

収
益
的
支
出
の
予
定
額
に

７
８
８
万
７
０
０
０
円
を
追
加

し
、
収
益
的
支
出
予
定
額
を

８
億
１
６
０
８
万
５
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

緊
急
連
絡
管
整
備
工
事
負
担

金�

５
５
０
万
円

②�

水
道
料
金
調
定
・
収
納
業
務

委
託
料�

１
９
２
万
円

平
成
26
年
度

一
般
会
計
（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
歳
入
歳
出
１
億
９
８
８
７

万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
５
３
億
４
４
６
０

万
３
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
準
備

事
業�

７
２
１
０
万
円

②�

第
３
公
民
館
建
設
に
係
る
事

業
経
費�

１
２
９
６
万
円

③�

第
３
公
民
館
・
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
伴
う
用
地

取
得
経
費�

９
２
７
２
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
５
５
万
７
０
０
０
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
45
億
６
４
６
７
万

６
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

平
成
25
年
度
退
職
者
医
療
療

養
給
付
費
等
交
付
金
返
還
金

�

４
２
８
万

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
９
０
７
万
３
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
19
億
６
５
２
６

万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金

積
立
金�

３
３
３
９
万
円

②�

国
庫
負
担
金
等
償
還
金

�

１
２
４
３
万
円

③�

一
般
会
計
繰
出
金

�

１
３
２
４
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

補
正
予
算

平成 26 年　第５回 臨時会（７月 25 日）
　事業予算５億円（３月定例議会　可決）の『第
３保育所改築工事』一般競争入札が執行（５月１
日）されましたが、資材費や人件費高騰が原因で、
不落に終わる結果となりました。
　そのため、今議会において、約 9200 万円を追
加する一般会計補正予算第４号が上程され、慎重
な審議の結果、全会一致で可決されました。

公明党

　旧第一保育所の空調設備借上げ料と第
三保育所改築工事請負金の増額、更に三
芳東中学校の衛生設備改修工事の増額の
三点である。どれも子育て支援策として
大変重要な施策と捉え、早急な対応が望
まれる。日頃から乳幼児の健康管理に重
点を置き十分配慮するよう要望し賛成と
する。

賛
成
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審議結果と議員ごとの賛否内訳

■平成 26年第６回定例会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結　
果

三芳みらい 日本共産党 公明党
拔
井　
尚
男

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

吉
村
美
津
子

杉
本　
し
げ

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

石
田　
豊
旗

細
田　
家
永

山
田　
政
弘

秋
坂　
　
豊

報　告
第５号

平成 25 年度三芳町水道事業会計継続費精算報告書の報告
について 報告のみ

報　告
第６号 平成 25 年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ

報　告
第７号

平成 25 年度三芳町下水道事業特別会計資金不足比率の報
告について 報告のみ

報　告
第８号

平成 25 年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告につ
いて 報告のみ

報　告
第９号

専決処分事項の報告について（三芳町ひとり親家庭等の医
療費の支給に関する条例の一部を改正する条例） 報告のみ

議　案
第35号 三芳町健康づくり推進条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第36号

三芳町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例

原案
可決 ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第37号

三芳町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第38号

三芳町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第39号

三芳町重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を
改正する条例

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第40号

( 仮称）第３公民館・学校給食センター建設工事の変更請負
契約の締結について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第41号

学校給食センター厨房機器設置工事の変更請負契約の締結
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

同　意
第５号 三芳町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 原案

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第42号 平成 26 年度三芳町一般会計補正予算（第５号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第43号 平成26年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算(第１号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第44号 平成 26 年度三芳町介護保険特別会計補正予算 ( 第１号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第45号 平成 26 年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第46号 平成 26 年度三芳町水道事業会計補正予算（第３号） 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

■平成 26年第５回臨時会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結
果

三芳みらい 日本共産党 公明党
拔
井　
尚
男

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

吉
村
美
津
子

杉
本　
し
げ

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

石
田　
豊
旗

細
田　
家
永

山
田　
政
弘

秋
坂　
　
豊

議　案
第34号 平成 26 年度三芳町一般会計補正予算（第４号） 原案

可決 ○○○○○○○○○議
長○○○○○

○賛成　×反対
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議　案
第47号 三芳町立第三保育所改築工事請負契約の締結について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第48号 三芳町水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

認　定
第１号 平成 25 年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案

認定 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

発　議
第５号

認定第 1 号平成 25 年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定に対
する付帯決議

原案
可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

認　定
第２号

平成 25 年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

認　定
第３号

平成 25 年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

認　定
第４号

平成 25 年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

認　定
第５号

平成 25 年度三芳町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
について

原案
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

認　定
第６号 平成 25 年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

要　望
第７号 子ども・子育て支援新制度等に対する要望について 配布のみ

要　望
第８号 核も戦争もない平和な二十一世紀を求める要望書 配布のみ

陳　情
第９号

軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定基準の改正などを
求める陳情 配布のみ

請　願
第２号 三芳野病院前にバスの停留所を新たに設置する請願について 継続審査

請　願
第３号

空襲被害者等援護法 ( 仮称）の制定を求める意見書提出に
ついての請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ × ○ ○

意見書
第９号

軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正な
どを要請する意見書（案）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第10号

「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総合的な対
策の強化を求める意見書について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第11号 産後ケア体制の支援強化を求める意見書について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第12号

集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回することを求める
意見書 ( 案） 否決 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 議

長 × ○ × × ×

意見書
第13号 手話言語法制定を求める意見書について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第14号 カジノ推進法案の廃案を求める意見書 否決 × × ○ × ○ ○ ○ × × 議

長 × × × × ×

訂正とお詫び
　議会だより第 153号の平成 26年第 4回定例会審議結果表の中で、「意見書第 8号　集団的自衛権の行使を容認する解釈改憲を行
なわないよう求める意見書」について、井田和宏議員と山口正史議員の賛否に誤りがありました。
　正しくは、井田和宏議員が反対（×）、山口正史議員が賛成（○）です。　訂正しお詫びいたします。

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結　
果

三芳みらい 日本共産党 公明党
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